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保育の理念・実践を伝え合い、分かち合い、共有する。
「みんなでみんなをみていく」法人内会報。
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　毎日まいにち子どもにまみれて笑ったり、ムカついたり、
共感したり、励まされたり、自分の保育の腕前に手応えを感
じたり。そして時折、ふと、私って何をしてきたんだろうと
隙間風が吹くことがあるかもしれません。
　この仕事はふつうに保育しているとマンネリに陥りやすい。
施設外に出ることが少なく、毎日、顔を合わせる子どもも大
人もほぼ同じ “内なる世界”。けれども、その分、まるで職人
のように個々の子の癖を熟知し、心の機微も分かり、家族並
みの人間関係を築けます。そんな私たちにまもなく春の嵐が
訪れます。新年度の到来です。気分も刷新され、新しいチー
ムと自分を意識することでしょう。チームとしてどれほどアッ
プデートできるか、その成果がマンネリ退治のコツです。
　一方、外側の世界はどうでしょう。昨今、シリアにはじまり、
アフガン、ミャンマー、そしてウクライナ。これが生きた現実。
だから生き死にに関係のない悩み事で苦しまない、せめてそ
んな精神の持ち主でありたいものです。

『世界の内と外』
片山　喜章

園長主任合同研修会

スタディサプリ進路にて インタビュー公開中！

1 月 22日、各施設の管理職
が参加する研修会が行なわ
れました。今年のテーマは
「マネジメントとスキルアッ
プ」。オンラインでグループ
ディスカッションを繰り返
し行ないました。各人が深
め、迷い、話し、種の会の
これからの「マネジメント
とスキルアップ」を模索し
ていきます。

はっとこども園 澤根先生が、
スタディサプリ進路より取材
を受けました。学生向けの記
事です。『スタディサプリ進
路』内『卒業後のキャリア』
ページにて公開中です。
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web記事を
チェック！
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池田すみれこども園 谷口先生がプレゼ
ンテーターとして登壇します。
3月 15日 13:00~YouTube にてオン
ライン生中継です。みんなで応援しま
しょう！！

インタビュー記事を
チェック！

世田谷はっと保育園園長 衛藤先生の
インタビュー記事掲載！

3/12学会 シンポジウムに参加
「日本幼少児健康教育学会」第 40回記念
大会シンポジウムに、アルテ子どもと木幼
保園園長 山田先生が話題提供しました。

@_tanenokai_ @tanenokai

https://shingakunet.com/gakko/SC000845/senpaiShigoto/9001773835/
http://www.shafuku-heros.com/news/interview2021_2/


introduction

原田児童館
稗田学童保育コーナー
稗田学童保育コーナー分室

１つずつ、施設をピックアップして紹介していきます。今回は原田児童館グループの３施設。
原田児童館の午前中は子育て支援で親子プログラムを進めています。午後からは、３施設とも
放課後児童クラブで小学生が遊び中心の生活を送っています。「今日は何をしようかな？これ
をしよう！」「今日は〇〇ちゃん来るかな？」いろいろな思いを持ってくる子どもたち。
各施設の様子をご覧ください。

稗田学童保育コーナー地域の子育て拠点・原田児童館
稗田小学校の校庭の一角に立つ
稗田学童保育コーナー。ワンフ
ロアに約 100名の子どもたちと
職員が過ごします。その環境下
でも一人ひとりがしたいことを
保障できるように、時間を区切
り、机配置を変えて工夫してい
ます。園庭で遊ぶ子、静かに本
を読む子、友達とアイディアを
出し合って作品を作る子など
様々です。

「地域の子どもの遊び場・居場所」として、地域の
子育て家庭や子どもたちが利用する原田児童館。
PC教室や織物教室など地域のボランティア力を活
かした企画が盛りだくさん。特に、地域の原田子育
てコミュニティが関わり、青年会の力を得た児童館
の山側にある「はらだファーム」の畑づくりは、子
どもたちの生きる力を伸ばす役割を担っています。

▼はらだファームを耕す子どもたち。秋にはサツマイモの収穫祭も行なわれた。

分室は、集合住宅の１階フロア
にあり、約 50名の子どもたち
が利用しています。晴天時はす
ぐ近くの公園へ、雨天時は公園
内にある自治会館も利用してい
ます。季節の行事やカプラ大会
などオリジナリティーあふれる
イベントや、子どもたちが進め
る終わりの会が特長です。
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稗田学童保育コーナー分室◀節分のおたのしみ会
　▼カプラ大会

▲学童に帰ってきておやつを食べたら、静かに過ごす時間。
「今日は赤い机（集中して宿題をする場）で宿題するわ～」
と自ら選択して過ごす。


